














【要約】 

千葉県内および静岡県内の小学校児童1～4年生、計 1197 名を対象に、健康に関する体力

テスト(皮脂厚、上体おこし、長座体前屈、1 マイル走)を行い、それぞれの五段階評価を

作成した。また、それらの成績の優れた群(81名)と劣った群(85名)の 24 時間の心拍数を

記録したところ、平均的には両群に有意な差は認められなかったが、健康に関する体力の

優れた群の方が、110 拍/分以上の心拍数の出現率が高い傾向にあった。 


